




はじめに 
近年、経済のグローバル化の進展、人口減少、市場経済の成熟化など中小企業を取り巻く経営環

境は著しく変化しています。 

この様に変化の激しい経営環境の中で、中小企業が発展していくためには「経営革新」（新商品・

新サービスの開発などの新事業展開）の取組によって、環境に対応し、変化していくことが大切と

考えられます。 

島根県では、県内中小企業の皆様により多く経営革新に取り組んで頂きたく、経営革新計画承認

企業の皆様のご協力を頂いて、「経営革新事例集」を作成しました。 

これから経営革新を目指す企業の皆様や、支援機関の皆様の支援活動のご参考となれば幸いで

す。 

今後も多数の事例を掲載していきますので、是非、ご活用ください。 

経営革新計画の概要 
本書は、「中小企業等経営強化法」に基づく「経営革新計画」承認企業の皆様の事例を取

りまとめたものです。 

＜経営革新＞ 

「中小企業等経営強化法」では、「経営革新」を「事業者が新事業活動を行うことにより、

その経営の相当程度の向上を図ること」と定義しています。 

「経営革新」には、次のような特徴があります。 

① 業種による制約条件をつけないで、全業種の経営革新を支援します。 

② 単独の企業だけでなく、任意グループや組合等の柔軟な連携体制での経営革新計画の

実施が可能です。 

③ 具体的な数値目標を含んだ経営革新計画の作成が要件となっています。 

＜新事業活動＞ 

「新事業活動」とは、次の４つの「新たな取り組み」をいいます。経営革新計画を作成

することにより、「新たな取り組み」の目標、重点課題等が明らかになり、進捗状況確認に

より機能的に事業を行うことができます。 

 ①新商品の開発又は生産 

 ②新役務の開発又は提供 

 ③商品の新たな生産又は販売の方式の導入 

 ④役務の新たな提供の方式の導入その他の新たな事業活動 

＜支援措置＞ 

経営革新計画の承認を受けると、多様な支援策を受けることができます。 

例えば、主なものとしては、次のようなものがあります。 

・政府系金融機関による低利融資制度 



経営革新事例集 目次 
平成３０年４月更新 

（計画承認年度別・五十音順） 

承認 

年度 
名 称 所在地 業 種 

従業 

員数 
窓口支援機関 

事例集 

作成年月 
ページ 

21 有限会社 ひらの屋 出雲市 その他の各種商品小売業 6 
島根県中小企業団

体中央会 
H26.４ 1 

22 有限会社 アールエムズ 江津市 その他の飲食料品小売業 21 江津商工会議所 H27.4 2 

22 企業組合 おもひで屋 出雲市 食堂，レストラン 8 
島根県中小企業団

体中央会 
H26.４ 3 

22 林商事 株式会社 大田市 その他の職別工事業 17 大田商工会議所 H26.４ 4 

22 有限会社 吉原木工所 浜田市 建具製造業 9 石央商工会 H26.４ 5 

23 有限会社 オーリー 松江市 自動車小売業 8 松江商工会議所 H26.４ 6 

23 有限会社 ともみ工房 雲南市 
その他の輸送用機械器具

製造業 
7 
島根県中小企業団

体中央会 
H26.４ 7 

23 有限会社 二幸 出雲市 食料・飲料卸売業 12 
（公財）しまね産

業振興財団 
H26.４ 8 

24 株式会社 アンジェ・21 出雲市 冠婚葬祭業 12 
（公財）しまね産

業振興財団 
H26.４ 9 

24 石飛妙盛堂 出雲市 書籍・文房具小売業 3 出雲商工会 H26.４ 10 

24 山陰観光開発 株式会社 
隠岐の

島町 
旅行業、遊覧船事業 6 隠岐の島町商工会 H27.4 11 

24 株式会社 スナハラ 松江市 各種商品卸売業 5 まつえ南商工会 H26.４ 12 

24 
株式会社 スマイルファク 

トリー 
益田市 自動車小売業 5 益田商工会議所 H27.4 13 

24 株式会社 倉絆． 出雲市 他に分類されない小売業 7 出雲商工会 H26.４ 14 

24 株式会社 前川商会 
隠岐の

島町 

損害保険代理業、生命保

険募集業 
25 隠岐の島町商工会 H27.4 15 

25 坂之上建設 株式会社 邑南町 土木工事業 13 邑南町商工会 H26.４ 16 

27 御菓子とみや 出雲市 菓子製造小売業 3 出雲商工会 H30.4 17 

27 株式会社大社木工 出雲市 木製品製造業 6 出雲商工会 H30.4 18 

28 青砥酒造株式会社 安来市 種類製造業 7 安来市商工会 H30.4 19 



経営革新事例集 目次 
平成３０年４月更新 

（計画承認年度別・五十音順） 

承認 

年度 
名 称 所在地 業 種 

従業 

員数 
窓口支援機関 

事例集 

作成年月 
ページ 

28 有限会社石田工務店 江津市 建築工事業 16 江津商工会議所 H30.４ 20 

28 
ニューヤマザキデイリー

ストア はまのや 
邑南町 各種食料品小売業 5 邑南町商工会 H30.4 21 

29 株式会社フレール 安来市 結婚式場 6 安来市商工会 H30.４ 22 

（業種別） 

大分類 小分類 名 称 ページ 

製造業 

その他の輸送機機械器具製造業 有限会社 ともみ工房 7 

建具製造業 有限会社 吉原木工所 5 

パン・菓子製造業 御菓子とみや 17 

その他の木製品製造業 株式会社大社木工 18 

酒類製造業 青砥酒造株式会社 19 

卸売業 
各種商品卸売業 株式会社 スナハラ 12 

食料・飲料卸売業 有限会社 二幸 8 

小売業 

その他の各種商品小売業 有限会社 ひらの屋 1 

その他の飲食料品小売業 有限会社 アールエムズ 2 

自動車小売業 
有限会社 オーリー 6 

株式会社 スマイルファクトリー 13 

書籍・文房具小売業 石飛妙盛堂 10 

他に分類されない小売業 株式会社 倉絆． 14 

各種食品小売業 ニューヤマザキデイリーストア はまのや 21 

サービス業 

食堂，レストラン 企業組合 おもひで屋 3 

冠婚葬祭業 
株式会社 アンジェ・２１ 9 

株式会社フレール 22 

旅行業 山陰観光開発 株式会社 11 

金融業 保険媒介代理業 株式会社 前川商会 15 

建設業 

その他の職別工事業 林商事 株式会社 4 

土木工事業 坂之上建設 株式会社 16 

建築工事業 有限会社石田工務店 20 



（新たな取り組みの内容） 

承認 

年度 
名 称 

新たな取り組みの内容 

ページ 新商品の開発

又は生産 

新役務の開発

又は提供 

商品の新たな生産又

は販売の方式の導入 

役務の新たな生産又

は販売の方式の導入 

21 有限会社 ひらの屋 ○   ○   1 

22 

有限会社 アールエムズ   ○ ○ 2 

企業組合 おもひで屋       ○ 3 

林商事 株式会社   ○     4 

有限会社 吉原木工所 ○       5 

23 

有限会社 オーリー   ○ ○   6 

有限会社 ともみ工房 ○   ○   7 

有限会社 二幸 ○ ○ ○   8 

24 

株式会社 アンジェ・21       ○ 9 

石飛妙盛堂       ○ 10 

山陰観光開発 株式会社  ○   11 

株式会社 スナハラ ○     ○ 12 

株式会社 スマイルファクトリー ○  ○  13 

株式会社 倉絆．       ○ 14 

株式会社 前川商会  ○   15 

25 坂之上建設 株式会社       ○ 16 

27 
御菓子とみや ○    17 

株式会社大社木工 ○  ○  18 

2８ 

青砥酒造株式会社 ○  ○  19 

有限会社石田工務店  ○  ○ 20 

ニューヤマザキデイリーストア 

はまのや 
  ○  21 

29 株式会社フレール  ○  ○ 22 
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 有限会社ひらの屋は、創業１００年を超える

老舗で、もともとは呉服、寝具、ギフトなどを

扱う小売業を営んでいたが、地域資源を活用し

た事業で地域に貢献したいという思いから、出

雲大社の「縁結び」をキーワードに箸を商品化

することを考えた。「縁結び箸」は、斐伊川を流

れてくる箸をスサノオノミコトが見つけ、イナ

タヒメと出会うきっかけになったという出雲

神話をモチーフにしている。出雲大社前にオー

プンした店舗では、若い女性を中心に人気商品

となっており、経営革新として取り組んだ「縁

結び箸」は、今では会社の主力事業にまで成長

している。 

経営革新計画支援事業助成金

 新商品の試作のための原材料費、展示会出展

料などの助成を受け、資金面の負担を軽減する

ことができた。 

計画のブラッシュアップ

 平田商工会議所、島根県中小企業団体中央会、

しまね産業振興財団、派遣専門家から計画に対

するアドバイスを受け、計画をブラッシュアッ

プすることができた。 

有限会社ひらの屋 

神話の国からご縁を結ぶ「縁結び箸」 

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
縁結び箸の開発と婚礼市場、インターネット市
場での販路開拓 

計 画 期 間 平成 20年 1月～平成24年 12 月
窓口支援機関 島根県中小企業団体中央会 

新事業の効果

・事業の幅が広がり、会社の将来性が高まった。 

・会社の主力事業に成長し、売上や収益の増加に貢献した。

成 功 要 因

・会社の強み（ギフト販売で培ったノウハウ）を活かしたこと。 

・「モノ」ではなく「ご縁」というストーリー性を重視して、オンリーワン商品にしたこと 

社長から一言

・新たに事業を始める場合は、現在の事業の延長線上で考える事 

・絶えずアンテナを張って情報を求め、出来ないと思われる事に敢えてチャレンジする事 

気  付  き

・先を見通し、次の手を考えることが大切。 

・新事業に力を注ぐための時間を捻出するのに苦労した。

 企 業 概 要  
所在地 出雲市平田町９９１ 
業 種 ギフト商品企画・製造・販売 
従業員 ６人（パート含む） 
ＴＥＬ 085３-６３-４６４９ 
Ｆａｘ 085３-６３-４１１４ 
ＵＲＬ http://www.enmusubi-izumo.com/ 
E-mail info@enmusubi-izumo.com 

縁結び箸 
出雲大社店 

（H25年12月リニューアルオープン） 
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 当社は平成12年に創業し、市内でコンビニ

エンスストアを経営しているが、コンビニ業界

の競合が激化してきたことがきっかけとなり、

新事業への進出を模索するようになった。 

もともと創業時から事業を通じて地域へ貢

献したいという思いを持っていたことから、こ

れまでの事業とは全く違った分野ではあった

が、介護タクシー事業に進出することを決めた。 

ゼロからのスタートではあったが、お客様第

一をモットーに、利用者の声にきめ細かく対応

し、利用者から好評を得ている。多くの利用者

がリピーターとなっており、介護タクシー事業

は、今では地域になくてはならない存在となっ

ている。 

融資制度

 車両購入費用や新事業の運転資金の調達に

際して、経営革新計画承認企業に対する日本政

策金融公庫の低利融資制度を活用し、資金調達

の負担を軽減することができた。 

支援機関や専門家による計画策定支援

 全く新しい分野への進出であったため、計画

策定などの立ち上げ準備が課題であったが、江

津商工会議所や専門家派遣制度による専門家

からのアドバイスを受けて順調に準備を進め

ることができた。 

有限会社アールエムズ 

真心込めてお手伝い お客様と地域の未来のために・・・

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
介護タクシー利用者へ新サービスの提供 

計 画 期 間 平成 21年 11月～平成24年 10月
窓口支援機関 江津商工会議所 

新事業の効果

・会社の収益の柱となるまで成長している。 

・地域に貢献できるという精神的満足があり、モチベーションの源になっている。

成 功 要 因

・介護事業所等の人と信頼関係ができ、口コミでお客様の利用が増えたこと。 

社長から一言

・会社の収益多角化という点でも新事業は大事ですが、もともと地域に貢献したいという使命感

から始めた事業なので、精神的な面でとてもやりがいを感じています。 

気  付  き

・事業を始めてから介護タクシーというサービスそのものの認知度が低いことがわかった。 

事業スタート時にもっとPRに力を入れた方が良かった。

 企 業 概 要  
所在地 江津市二宮町神主ハ344-6 
業 種 飲食料品小売業 
従業員 21人（パート含む） 
ＴＥＬ 0855-53-1498 
Ｆａｘ 0855-53-5040 
ＵＲＬ http://mirai-kaigotax.candypop.jp
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 当組合は、タンスの中に眠っている「思い出

の和服」を、レトロ調の洋服に仕立てる着物リ

メイク事業を行っている。 

 中高年層を中心とした一定の顧客層に対す

る事業を展開していたが、若年層など顧客層の

拡大を図っていくため、ショールームのある店

舗を持つなど、ＰＲを強化したいと考えるよう

になった。 

 こうしたことから、古い蔵を改修し、ショー

ルームを兼ねた古民家風飲食店事業の経営を

始めた。随時、イベントなどを実施して集客を

図っており、その顧客を着物リメイク事業の顧

客として取り込んでいくことに成功している。 

融資制度

飲食業用の厨房機器やホール什器などの設

備投資が必要であったが、日本政策金融公庫の

低利融資を活用することができ、資金面の負担

を軽減することができた。 

支援機関や専門家のアドバイス

 島根県中小企業団体中央会、しまね産業振興 

財団からアドバイスを受けて、収支計画など、

具体的な事業計画のブラッシュアップができ

た。 

 事業実施段階でも、飲食店の経営やレシピ作

成などノウハウのない分野について、専門家派

遣制度によって専門家の指導を受け、比較的に

スムーズな事業展開が可能になった。 

蔵を改修した店舗 こだわりの 
ハヤシライス 

木に包まれた和みの空間 

企業組合おもひで屋 

物を長く大事にしていく暮らしを体感できる空間作り 

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
「再生」をコンセプトとしたアトリエ・ギャラリ
ー・カフェの開設 

計 画 期 間 平成22年 11月～平成25年10月
窓口支援機関 島根県中小企業団体中央会 

新事業の効果

・本業である着物リメイク事業のPR効果が高まった。 

・着物リメイク事業の顧客数が増加した。

成 功 要 因

・ダイレクトメール等によりＰＲを広く行った。

理事長から一言

・パートに頼っている実情であるが、メニュー開発、イベント企画等にパート従業員も参加させ、経営

者と共に店を作っていく力としている。 

気  付  き

・ノウハウの少ない異業種参入は難しい。専門家や支援機関のアドバイスが大変重要。

 企 業 概 要  
所在地 出雲市塩冶町766-2 
業 種 デザイン業、飲食業 
従業員 ８人（パート含む） 
ＴＥＬ 085３-２３-６３４７ 
Ｆａｘ 085３-２３-６３４７ 
ＵＲＬ https://www.facebook.com/omoide21
E-mail abe.sanae@white.plala.or.jp 
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 既存の建築工事業に加え、これまでも福祉事

業(介護用品ショップ運営等)に進出していたが、

新たに予防･リハビリ主体の介護サービス「リ

ハビリデイサービス」を実施。比較的症状の軽

い要介護認定者等を対象に、インストラクター

による器具を使わない、運動生理学に基づくプ

ログラム(ヨガ等)を提供。大田･松江の 2 店舗

を運営しており、平成26年に創業60周年の

節目の年を迎え、今後も拡大を計画している。 

当プログラムの実施により、歩行困難な方が

歩行可能になるなど、要介護度の維持改善に繋

がっており、高齢化社会を見据え、高齢者の健

康回復により地域に貢献している。 

商工会議所を通じた専門家派遣

 専門家からアドバイスを受けながら、計画を

策定した。また、実施にあたり、計画の進捗状

況のチェック等継続的フォローを受けている。 

商工会議所による計画策定等の支援

 大田商工会議所の指導員から、計画に対する

客観的な意見、アドバイスをもらい計画をブラ

ッシュアップするとともに、各種支援制度の情

報提供等を受けることができた。 

建設産業新分野進出支援助成金の活用

 事業実施に先立ち、県土木部の助成金を活用

し、大田市及び松江市の市場調査を行った。 

新事業の効果 売上の増加、収益力の強化により当社の主力事業の一つとなりつつある。既存事業

は年による変動が大きかったが、新規事業は継続的収益があり、経営の安定化に繋がっている。

また、知名度や企業イメージの向上に繋がったと共に、これまで営業エリアは大田市内が中心

であったが、松江市内に店舗を構えるなど、営業エリアの拡大が図れた。

林商事株式会社 

リハビリデイサービスによりご利用者の健康維持・改善

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
リハビリデイサービス事業の実施による新サー
ビスの提供 

計 画 期 間 平成２２年３月～平成２６年２月 
窓口支援機関 大田商工会議所 

成 功 要 因 既存の福祉関連のネットワークを活かしたこと、市場等について事前の情報収集を

実施したこと、支援機関や専門家の支援を受けながら継続的に計画の進捗管理を行っているこ

と、福祉分野に前向きに取り組める人材が社内にいること、器具を使わずインストラクターの指

導によりリハビリを行うことで差別化が図れたこと等。 

社長から一言

充分な調査を行い、自分の目で確かめて、やれるという確信を持ってから新事業を進めた。社長

自身が自ら勉強し、従業員と共に積極的に新事業に関わっていくことを心がけている。 

気 付 き リハビリデイサービスは、これまであまり知られていない業態であり、地域に浸透さ

せるまで時間がかかった。また、人材の確保に非常に苦労した。（特に看護師などの資格職） 

 企 業 概 要  
所在地 大田市長久町長久イ506－1 
業 種 建築工事業 
従業員 １７人 
ＴＥＬ 0854-82-1013 
Ｆａｘ 0854-82-1954 
ＵＲＬ http://www.hayasi-s.jp/index.html 
E-mail hayasi-s@mx.miracle.ne.jp 



5 

 昭和 32年創業以来、建具工事を中心に事業

を実施、地元工務店や個人大工等を中心に安定

的に受注してきたが、近年の景気低迷による公

共工事の減少、新築住宅着工の減少に加え、生

活様式の変化等から、建具需要が減少、厳しい

経営環境にたたされていた。そこで、当社の強

みである組子の技術を生かした照明器具等の

新商品開発を実施し、和モダンなイメージの住

宅・住空間の演出を求める顧客層のニーズにマ

ッチした高付加価値の商品作りを行っている。  

展示会等への積極的な出展や業界関係者と

のネットワークを活用し、提案型の営業を行う

ことにより販路開拓を実施しており、今後は海

外からの受注も視野に入れている。 

日本政策金融公庫低利融資

 NC ラジアルソー導入のため日本政策金融公

庫の融資制度を活用したことで、低利による資

金調達が図れた。 

しまね地域資源産業活性化基金助成金

展示会への出展のため助成金を活用したこ

とで販路開拓・ネットワークの構築が図られた。 

石央商工会による計画策定等の支援

 石央商工会の経営指導員から、計画に対する

客観的な意見、アドバイスをもらい計画をブラ

ッシュアップするとともに、各種支援制度の情

報提供等を受けることができた。 

社長から一言 早い段階から、かつて従事していた親方という目標が見つけられた。明確な目標・

ビジョンを持つことが大事であり、それによって大変な時でも乗り越えられる。

有限会社吉原木工所 

組子技術を生かした和モダンなイメージの住空間を提供

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
下請型受注企業から組子技術を活用した企画提
案型商品製造販売企業へ 

計 画 期 間 平成2１年７月～平成26年６月 
窓口支援機関 石央商工会 

新事業の効果 新事業を通して、異業種でのネットワークの構築が図られたことによって、新商品

開発のイメージ、インテリアコーディネータ等新規の営業先などの新しい発見につながってい

る。また、NCラジアルソーの導入により、「しずく」（組子での照明器具）の量産が可能となっ

た。あわせて、2013年の全国建具フェアにおいて中小企業庁長官賞を受賞するに至っている。

成 功 要 因 展示会等への出展、ホームページの作成等によって、建築に携わる多様な専門職と

のネットワークの構築が図られたこと。 

 組子の技術力だけでなく、あわせて、仕様や材料等の選択についての提案ができること。

 企 業 概 要  
所在地 浜田市三隅町室谷９１２－１ 
業 種 建具製造業 
従業員 ９人 
ＴＥＬ 0855-34-0227 
Ｆａｘ 0855-34-0233 
ＵＲＬ http://yoshiharawoodworks.com/ 
E-mail ys-wood@pub.herecall.jp 

気 付 き 当初は、建築関係での全国展開は無理だと考え、安い製品を作ろうとしていたが、普

段出会えないような人と会い、ネットワーク構築することによって、多様な需要があることに気

づかされた。異業種での交流によって見えていなかったものが見えた。

組子技術を生かした新商品開発の担当である吉原専務 
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 元々、新品タイヤ・ホイールの販売、取り付

けを主に行っていたが、繁閑の差が激しく、閑

散期の仕事をつくるために、中古タイヤの買い

取り・販売、外国タイヤならびにアウトレット

タイヤの販売にも進出。 

日本政策金融公庫低利融資

 日本政策金融公庫の低利融資制度を活用 

計画のブラッシュアップ

松江商工会議所の経営指導員から異なる角

度から指摘してもらったことなどを参考にし

て計画をブラッシュアップすることができた。 

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
タイヤ・ホイール買い取り専門店とレンタカー業 

計 画 期 間 平成２３年１１月～平成２６年１０月
窓口支援機関 松江商工会議所 

 企 業 概 要  
所在地 松江市東津田町809-1
業 種 タイヤ販売業  
従業員 ８人 
ＴＥＬ 0852-25-8038 
Ｆａｘ 0852-20-6822 
ＵＲＬ http://www.ollee.jp/ 
E-mail ollee@ms7.megaegg.ne.jp 

有限会社オーリー 

タイヤのことなら私達にお任せください!!

新事業の効果 お客様のニーズに応えることで、売上や利益の増加に繋がったのはもちろんのこ

と、繁忙期と閑散期の業務を平準化できることができた。またメーカーや同業者からタイヤを直接

買い付けることで、ライバル企業の販売状況や売れ筋動向なども見えるようになってきた。

成 功 要 因 不況が長引き、なるべく安価なタイヤの需要を求める顧客が増加したこと。 

同業者が模倣する前に市場を押さえたことで、同業者が買い取った中古タイヤも当社で買い取る

という仕組みを作ったこと。タイヤの品質に応じて一般顧客用、カーディーラー用、ネット販売

用、海外輸出用と販売ルートを複数確保したこと。お客様から助かった、ありがとうと言ってもら

えるよう社員にサービスなどを徹底させたこと。 

社長から一言 経営革新計画を作成し、実行することで自分たちが１年後、１ヶ月後、１週間後に

何をおこなっていないといけないのかが、見えてくるようになりました。作成して終わりでなく、

毎年毎月と見直すことで、カーナビゲーションでいうと現在地と目的地が明確になります。

気 付 き ハイエース専門のレンタカー事業も考えていたが、業界の環境変化（レンタル単価の

急速な下落等）により、実施段階で休止した。
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 当社は昭和５９年の設立以来、長年にわたっ

て車椅子などの小児用オーダー福祉用具の製

造販売等を行ってきたが、少子化による市場の

縮小に直面し、新しい分野への展開を模索して

いた。 

そのような状況の中、取引先の病院から軽失

禁パンツ、骨盤ベルト付きパンツ、骨盤ベルト

付き産褥ショーツといった新製品の提案があ

り、新事業の取り組みを始めた。新製品は既存

の商品群とは顧客層も製造ノウハウも異なる

ものだったが、病院や製造委託先などの協力を

得て商品開発に成功、特許取得にまで至った。 

新製品は、新しい顧客層から好評を博し、当

社の事業領域拡大につながっている。 

経営革新計画支援事業助成金

 新製品の試作や展示会出展の経費助成を受

け、資金面の負担を軽減することができた。 

販路開拓支援

 しまね産業振興財団から販路開拓支援を受

け、県内外の企業を紹介してもらった。 

連携先の支援

 新製品の製造ノウハウがなかったが、島根県

中小企業団体中央会から連携先縫製業者を紹介

してもらい共同開発につながった。 

有限会社ともみ工房 

現場の声から生まれた、骨盤ベルト付パンツ 

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
新商品開発による新分野の開拓 

計 画 期 間 平成2４年４月～平成2８年９月 
窓口支援機関 島根県中小企業団体中央会 

新事業の効果

・新製品開発に成功し、新分野進出の足がかりとなった。 

・経営革新計画の承認を受けたことで金融機関等からの信用力が向上した。

成 功 要 因 ・自社に足りない部分を補う企業連携を構築できたこと。 

・既存技術にこだわるのではなく、実際に課題を抱えている現場（医師、看護師）の提案をもとに

顧客ニーズに合った製品を開発したこと。

社長から一言 今回の商品開発にあたり助成金、販路開拓支援も大きな支援になりました。また、

近隣の連携先の紹介は、今回の商品開発には大きな後押しをしてもらいました。弊社にできないと

ころを補ってもらえるパートナーができたことは大変大きかったです。近隣の異業種が連携する

ことは、これから新たな商品開発を進める上での大きなチカラとなると思います。 

気  付  き

・経営革新計画の作成は難しいことだと思っていたが、支援機関の手伝いもあり簡単にできた。も

っと早くやっていれば良かった。 

 企 業 概 要  
所在地 雲南市大東町養賀670 
業 種 福祉用具製造・販売・貸与業 
従業員 ７人（パート含む） 
ＴＥＬ 085４-４３-６５１３ 
Ｆａｘ 085４-４３-６５１６ 
ＵＲＬ http://tomomi-k.com/ 
E-mail fukushi@tomomi-k.com 

新製品「骨盤ベルト付きパンツ」 
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 当社は、ホテル、旅館や外食業者向けに食材

の卸売を手掛けているが、地元地域資源である

食材を活用した地域特産品「出雲そばおやき」

を開発し、出雲大社神門通りにオープンした直

営店「絆屋」で販売し好評を得ている。 

しまね産業振興財団 設備貸与制度

 しまね産業振興財団設備貸与で特別金利が 

適用された。 

計画のブラッシュアップ

 しまね産業振興財団担当者から新規事業を

進める上での、考え方や細部に渡るアドバイス

を頂き計画をブラッシュアップすることがで

きた。 

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
地域特産品開発生産ならびに直販体制の構築 

計 画 期 間 平成23年2月～平成28年１月 
窓口支援機関 しまね産業振興財団 

 企 業 概 要  
所在地 出雲市大津町1698-8 
業 種 業務用食品卸売業  
従業員 １２人 
ＴＥＬ 0853-23-1200 
Ｆａｘ 0853-23-1201 
ＵＲＬ http://nikou.shop-pro.jp/ 
E-mail nikou@my.izumo-net.ne.jp 

出雲そばおやき 

有限会社二幸 

「出雲そばおやき」を全国へ

新事業の効果 企業の認知度、企業イメージが良くなり、従業員のモチベーションがアップしたこ

とで本業である卸の売上もアップした。また、おやきを商品化できたことで、地域農産物を使用

した商品などの相談も持ちかけられるなど波及効果も生じている。 

社長から一言 新商品を開発していくことを継続していかなければならない。常に情報を発信し

続けることが大切である。 

気  付  き

 出店後の10月の3連休の中日には過去最高の売上となったが、製造計画や在庫管理ができず、

製造が追いつかなかったため、在庫を切らさせてしまった。

成 功 要 因 店舗オープン日を設定しそれに伴う計画表やスケジュール表を作成したことが成

功要因の一つ。

開発した各種のおやき 

「絆屋」 
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 当社は、出雲地区でハウスウェディング事業

を行ってきたが、1日1組完全貸切型の結婚式

を提供するため、ゲストハウスを2棟に増設し、

より顧客満足度の高い結婚式をプロデュース。  

また、新規の顧客が気軽に立ち寄れることを

目的に、敷地内にスープカフェを設置した。 

日本政策金融公庫低利融資

 日本政策金融公庫の低利融資制度を活用 

計画のブラッシュアップ

 しまね産業振興財団担当者から計画に対す

る客観的な意見、アドバイスをもらい計画をブ

ラッシュアップすることができた。 

ラ・マールの式場 

スープカフェ ファボリ 

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
１日１組完全貸切型ゲストハウスブライダルの
確立 
スープカフェの設置による若年層の誘客 

計 画 期 間 平成24年2月～平成28年１月 
窓口支援機関 しまね産業振興財団 

ゲストハウス ラ・マール 

 企 業 概 要  
所在地 出雲市浜町540-3 
業 種 ブライダルサービス業  
従業員 １２人 
ＴＥＬ 0853-25-3066 
Ｆａｘ 0853-25-3045 
ＵＲＬ http://anger21.jp/ 
E-mail wedding@anjer21.com 

株式会社アンジェ・２１ 

“幸せ時間への創造
クリエイト

”で未来をプロデュースします。

新事業の効果 ・新しいゲストハウスの建設により、当初の目的どおり1日1組完全貸切型の結

婚式が行えている。これまで式の予定日が重なってお断りすることもあったが、その需要に対応

することができるようになった。 

・また、スープカフェの設置により、見込み客以外に、ブライダル実施者が結婚式を思い出した

り、近隣の客が気軽に立ち寄れるおしゃれな軽食の場として、アンジェグレースガーデンのゲス

トハウスをより身近に感じていただけるようになった。

成 功 要 因

・何よりも新郎新婦の結婚式が良い思い出となるよう、会社が一体となってお世話をすること。 

・料理、衣装、写真、ビデオ、花等それぞれ地域の専門の事業者と連携。各社の得意分野を対応し

て貰い、当社は「進行」に徹することで、よりよい結婚式のプロデュースが行えていること。 

社長から一言 ・当地は出雲大社に近接しており、「縁結び」をキーワードにして、出雲地区だけ

ではなく、日本のリゾートウェディングの１つとなるよう全国の結婚予定者に訴求し、出雲ひい

ては島根県に多くのお客様をお招きしたい。 

気  付  き

・新しいゲストハウスにより、県外顧客からの式場需要が思いの外多いことがわかったが、それに

対応する準備をすることが、今後の課題と認識された。
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 事業は文具・書籍等の小売、コンピューター

ソフトの開発・販売を行っている。 

 市販の会計ソフトは経理や販売管理、仕入管

理などが単独で存在しており、それぞれに入力

作業が必要となる。今回開発の会計ソフトは、

データをクラウド上のサーバーに保存し、デー

タは入力順に記憶され混在したままの状態で

半永久的に保存される。経理・販売・仕入・在

庫といった業務を区分しておらず、データ出力

時に自動的に振り分けられ、作業の効率化が図

れるソフトである。また、価格も既存のソフト

は高額であるが、この商品は低価格（毎月一定

額の使用料金制）であり、受注も増えつつある。 

商工会による計画策定支援

 出雲商工会の指導員から計画に対する客観

的な意見、アドバイスをもらい計画をブラッシ

ュアップすることができた。 

商工会を通じた専門家派遣

専門家から顧客へのアプローチ方法や広告

宣伝等の営業戦略、業務分担等社内体制の整備

についてアドバイスを受け、販路拡大につなげ

ることができた。 

石飛妙盛堂 

会計処理の手間を飛躍的に省力化

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
クラウドを活用したオリジナル会計ソフトの開
発およびその販売展開 

計 画 期 間 平成 24年 1月～平成 28 年 12 月
窓口支援機関 出雲商工会 

新事業の効果

・新商品の売上は増加しつつあり、収益も大幅に改善され、次期事業の柱となりつつある。 

成 功 要 因 ト

・これまでの手法にとらわれない発想の元にソフト開発を行い、低価格でのソフト開発が出来た。 

社長から一言

・オフィスは限りなく０人で出来る。 

気  付  き

・開発した会計ソフトと既存のソフトとは基本的な考え方が違うので、顧客にソフトを理解して

もらうのにかなりの時間を要する。 

 企 業 概 要  
所在地 出雲市湖陵町差海７１９－３ 
業 種 ソフトウェア業、文房具等小売業  
従業員 ３人 
ＴＥＬ 0853-43-1430 
Ｆａｘ 0853-43-257２ 
E-mail shigemasa@itmsd.com 
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 当社は、平成21年に創業し、ローソク島遊

覧などを行なっていた。経営革新計画により、

個人客をターゲットにした旅行業を本格的に

始動し、HP、予約、受入、アフターの整備を総

合的に行うことで、売上拡大を図った。

商工会による計画策定支援

 経営革新計画の策定にあたり、的確な 

アドバイスをもらった。 

商工会を通じた専門家派遣

各種支援や助成、経営面でのアドバイスを 

いただいた。 

山陰観光開発株式会社（隠岐旅工舎）

島民がプロデュースする隠岐の旅 

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
海上運送会社から総合観光事業者への転換と、事業領
域の拡大 

計画期間  平成23年10月 26年９月 
支援機関  隠岐の島町商工会 

新事業の効果

・平成２４年から旅行取扱が、人数、金額ともに順調に伸びている。また口コミによる効果もあ

り、紹介による申し込みも増えている。 

成 功 要 因

・個人旅行は、直接ユーザーとの取引になるので、とにかく丁寧な対応を心がけている。また隠岐は、

とにかく分かりづらいと言われるので、出来るだけ「分かりやすさ」を売ったこと。 

社長から一言

・新商品をどんどん開発するというより、サービスを売る企業として、人が「困っている」ところに目

を付け、「快適」「安心」を提供できるよう努めて行きたい。 

気 づ き

・やはり隠岐旅行を企画するユーザーは、困っていると感じた。島の着地型旅行エージェントとし

ての必要性を改めて感じた。 

 企 業 概 要  
所在地 隠岐の島町中町目貫の四隠岐ポー

トプラザ内 
業 種 旅行業、遊覧船事業 
従業員  ６ 人 
ＴＥＬ 08512 ２ 7100 
Ｆａｘ 08512 ３ 0221
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当社は、昭和43年創業。主に県東部を中心

に小規模な酒小売店向けに、酒つまみの卸売を

行っていたが、酒小売店の廃業等により売上は

減少傾向にあった。 

こうした中、国産サクラチップで丹念に燻す

ことにより、燻製の香りと噛んだときの口に広

がる芳ばしさ、そして後に残る香りが特徴的な

自社オリジナル商品「スモークナッツ」を開発

し、付加価値の高い商品を都市部のスーパー・

百貨店等へ向けて販売していくことで収益性

の高い食品メーカー企業として脱却を図った。 

展示会への参加や DM など積極的な活動を

行い、商品改良を重ねながら取扱店舗も着実に

増やしてきている。 

経営革新計画支援事業助成金

当事業で作成した展示会ポスター、チラシ等

の販促の効果は大きく出展時にはバイヤー等

へＰＲすることができた。 

また商標登録に関する専門家の助言に対す

る費用の半額を助成金でまかなえた。 

商工会による計画策定等の支援

 まつえ南商工会の指導員に計画策定時から

相談することで計画をブラッシュアップする

ことができ、経営革新の承認、助成金の申請や

事業実施を円滑に行うことができた。 

 また、現在もモニター評価会への参加による

商品改良など継続した支援を受けている。 

株式会社スナハラ 

なぜかクセになる味「スモークナッツ」 

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
自社ブランド商品を開発、卸からメーカーへの
脱却 

計 画 期 間 平成2４年９月～平成2７年８月 
窓口支援機関 まつえ南商工会 

新事業の効果

・全国へ販路開拓するには社内体制の向上が必須となり、仕入れ、生産、発送、その他業務が効率

化し、また従業員の業務への意識の向上も図れたと思われます。

成 功 要 因

・展示会や紹介などで出会った方には後日会社訪問し、自社商品への思いを伝えることが大切。 

・迅速な対応と何事も誠意を持って行なうこと。 

社長から一言

・担当の指導員の方に細かなことまでバックアップしていただいたからこそ経営革新が取得でき、感謝

しております。新規事業は始まったばかりですので、共に育てていける支援を望んでおります。 

気 付 き

・新規事業を軌道に乗せるには人脈が全てだと感じました。自分の思いを多くの人に賛同しても

らうことがビジネスとして成功する道ではと思いました。

 企 業 概 要  
所在地 松江市宍道町白石７７番地４３ 
業 種 食品製造および卸売業 
従業員 ５人 
ＴＥＬ 0852-66-2626 
Ｆａｘ 0852-66-0070 
ＵＲＬ http://www.chinmi-sunahara.com/ 
E-mail  info@chinmi-sunahara.com 
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 当社は平成12年に車検、修理工場として事

業を開始した。差別化を模索するなかで、独自

のサスペンションや軽キャンピングカーの開

発に取り組み、製造小売業へ転換していった。 

現在では、サスペンションやキャンピングカ

ーの製造販売が当社の主力事業となっている。 

 そうしたなか、平成23年に東北地方太平洋

沖地震が発生し、被災された顧客から「キャン

ピングカーがあって良かった」との声が届いた

ことがきっかけとなり、断熱性を向上させたよ

り居住性の高いキャンピングカーの開発に取

り組むこととなった。開発した安心・快適なキ

ャンピングカーは顧客から好評を博している。 

経営革新計画支援事業助成金

 新商品の試作のための原材料費、展示会出展

料などの助成を受け、資金面の負担を軽減する

ことができた。 

経営力強化アドバイザー派遣事業

 専門家のアドバイスを受け、製造原価の削減

や生産性の効率化を実現することができた。 

計画のブラッシュアップ

 益田商工会議所からアドバイスを受け、計画

をブラッシュアップすることができた。 

株式会社スマイルファクトリー 

笑顔あふれる安心・快適キャンピングカーで夢叶えます(^^)

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
断熱性及び居住性を高めたキャンピングカーの
開発並びに生産体制の再構築 

計 画 期 間 平成 24年 7月～平成 27年 7月
窓口支援機関 益田商工会議所 

新事業の効果

・他の企業にはない独創的な製品ができたことで、PR効果が大きかった。 

・顧客から好評を博し、売上、利益の確保にもつながった。

成 功 要 因

・日頃からアンテナを広く張り、そして発想を転換することで、他の企業が意識していなかったと

ころに着目できたこと。 

社長から一言

・いろいろな方向にアンテナを張ること、そして発想を転換することが大切。 

・一度見込んだらぶれずに特化して、妥協せず、追求していくことが大切。 

気  付  き

・顧客は低価格ではなく、品質やブランド（人に誇れるキャンピングカー）を求めていた。

・価格を柔軟（オプション方式）にし、顧客の選択肢を増やすことで、自社の利益にもなった。

 企 業 概 要  
所在地 益田市高津町ロ２８－１ 
業 種 自動車小売業 
従業員 5人（パート含む） 
ＴＥＬ 0856-32-0567 
Ｆａｘ 0856-32-0575 
ＵＲＬ http://www.smilefactory.biz/ 
E-mail hp@smilefactory.biz 

軽キャンピングカー
「ルアナ」 
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 近年の公共工事の減少は、当社のみでなく、

お世話になっている地域の土木・電気事業者等

にとっても厳しいものであるため、地域にも波

及効果のある新たな事業を模索していた。 

こうした中、再生可能エネルギー固定価格買

取制度と県内遊休地の多さに機会を見出し、当

社の強みである地域の事業者との関係性も活

かすことのできる「遊休地への太陽光発電シス 

テム設置提案事業」を開始した。 

当社の設置するソーラーパネルの架台は、長

期間の設置に耐えうる耐久性を備え、立地条件

に合わせた角度調整により効率よく日照を得 

られることが 

特徴で、展示会 

等での引き合 

いも増え始め 

ている。

経営革新計画支援事業助成金

展示会等への旅費、出展費用や案内パンフレ

ット作成費用の半額を助成金でまかなえた。 

これにより、出雲産業フェアに出展するなど、

幅広く当社の事業をＰＲすることができた。 

商工会を通じた専門家派遣 

当社にとって新市場（民需）を対象とする新

たな事業であるため、専門家からのアドバイス 

を受けながら、必要な営業スキル獲得や組織体

制の構築を進めている。 

商工会による計画策定等の支援

 出雲商工会の指導員から計画に対する客観

的なアドバイスをもらいブラッシュアップす

ることができた。 

また、各種制度の情報提供や申請にあたって

のアドバイスをもらうことができた。

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
再生可能エネルギーの売電事業と発電設備設置
提案事業の展開 

計 画 期 間 平成2４年６月～平成29年5月 
窓口支援機関 出雲商工会 

 企 業 概 要  
所在地 出雲市湖陵町大池1962-2 
業 種 土木・建築資材販売業 
従業員 ７人 
ＴＥＬ 0853-43-7057 
Ｆａｘ 0853-43-7056 
E-mail  orochi-solar@so-han.co.jp 

株式会社倉絆 

太陽の力を地域のチカラに… 

新事業の効果

・自社へ設置した発電システムは、売電による増収効果だけでなく展示場の役割も果たしている。

・経営革新計画の承認を受けたことで顧客や金融機関に対する信用力が増しPR効果も強まった。

成 功 要 因

・戦略、計画をしっかりと立てたことが、順調な営業展開につながっている。 

社長から一言

・地域の絆を大事にした事業を追求していきたい。 

・一過性の事業にならないよう、「事業を育てていく」考え方も大事。 

気 付 き

・民需を獲得するために必要なスキルをもった人材確保の必要性や遊休農地の利用困難性を計画 

段階で把握しきれなかった。網羅的な情報収集や計画性が大切である。 
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 当社は昭和51年創業。個人で損保代理店事

業開業後、生保代理店・レンタカー業・自動車

整備業等へ多角化し、近年、ウェブ事業部を立

ち上げ、新たな事業展開への取組を行っている。 

 同社ウェブ事業部で全都道府県の販売代理

店ネットワークを構築し、ITを活用し業務提携

保険代理店とその顧客の効率的管理を行い、保

険の契約や顧客へのフォローを業務提携代理

店が行うことで、全国的な保険販売を可能とし

た。取扱い保険件数及び手数料収入は順調に伸

びている。 

 当新事業のノウハウを活用し、ウェブ事業部 

で取り組んでいる『隠岐ウェブ商店街』は、町

村の枠を超えた隠岐郡４島の地域産品販売の

窓口であり、地域産品の販路拡大に寄与してい

るだけでなく、介護・見守りサービス他 各種生

活関連サービス企業等の掲載もあり、隠岐郡全

域の地域活性化に大きく貢献している。 

商工会による計画策定支援

 全国提携ネットワークを構築する際のビジ

ネスモデル説明会開催に関する経費助成を受

け、資金面の負担を軽減することができた。 

しまね地域資源産業活性化助成金

当新事業のノウハウを活用し、地域資源の活

性化を目的に助成金を活用し「隠岐ウェブ商店

街」を開設し地域産品販売を実施した。

株式会社前川商会 

自社開発システム活用により保険や地域産品の販路を拡大

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
IT活用と全国提携代理店のネットワーク化による、新
たな損害保険、生命保険の販売システムの構築 
計画期間  平成25年9月 平成26年８月 
支援機関  隠岐の島町商工会 

新事業の効果

・ 新事業により、県外全都道府県への提携先ができ、離島隠岐の島の外の販路を開拓した。 

・ 新事業の後に、事業拡大のため新たにウェブ事業部で2名新規雇用を行った。 

成 功 要 因

・ 商工会からの支援により、全国へ新事業のビジネスモデルの説明を対面で行えた。 

・ 創業以来、全国各地の保険代理店との親交があり、「核」となる提携先から全国へ広げていけた。 

社長から一言

・離島のからの挑戦。離島隠岐は地理的ハンデがありますが、隠岐の島の特徴を生かした、全国で通用

する強力な事業にこれからも挑戦していきます 

気 づ き

・離島は地理的ハンデがあると思われがちだが、そのハンデを逆手にとり、離島・隠岐でも IT を

新たに活用することで販路を拡大する試みが十分可能であることがわかった。 

 企 業 概 要  
所在地 隠岐郡隠岐の島町有木月無4-27 
業 種 損害保険代理業、生命保険募集業
等 
従業員 25人 
ＴＥＬ 08512-2-1360 
Ｆａｘ 08512-2-4027



16 

 公共工事の縮減により、当社の新たな収益基

盤の確立が急務である一方、地域では高齢化が

進み、家・山林・田畑等の整備の要望が高まっ

ていた。そこで当社は、「地域に根差し地域を守

る建設会社」という理念に基づき、「地域の便利

屋的サービス業」に進出した。 

 土木建築関係の高い技術力と建設機械を有

するという強みを生かし、草刈、清掃、改修、

草木剪定等の作業を請け負う。これにより地域

住民の信頼を得て、将来的には民間工事の受注

に広がることを期待している。 

国土交通省の専門家派遣事業による支援

 国土交通省の経営戦略アドバイザリー事業

に採択され、民間サービス事業に進出した県外

の建設会社社長を専門家として招き、アドバイ

スを受けた。 

商工会による計画策定等の支援

 邑南町商工会の指導員から、計画に対する客

観的な意見、アドバイスをもらい計画をブラッ

シュアップするとともに、各種支援制度の情報

提供等を受けることができた。 

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
建設業の強みを生かした「地域の便利屋的サー
ビス業」への進出により現状打開と収益基盤の
確立 

計 画 期 間 平成2５年６月～平成３０年５月 
窓口支援機関 邑南町商工会 

 企 業 概 要  
所在地 邑智郡邑南町雪田１２１ 
業 種 土木建築業 
従業員 １３人 
ＴＥＬ ０８５５-８８-０１１１ 
Ｆａｘ ０８５５-８８-０５６５ 
E-mail sakanoue-ken@nc-mate.jp 

坂之上建設株式会社 

建設業の強みを活かした地域の便利屋的サービス業

新事業の効果 売上面ではまだ大きくないが、地域の方々に「坂之上建設」が認知されつつあり、

公共事業も地域の理解を得て進めやすくなっている。また、経営革新の承認を受け、社内でミー

ティング等を開催することにより、従業員の意識改革や意欲、能力向上につながっている。 

成 功 要 因 「地域に根差し地域を守る建設会社」という経営理念が明確になっていたこと。土

木建築関係の高い技術力・人材・建設機械を有するという強みを生かせたこと。社内ミーティン

グで社長の考え方を従業員に共有できていたこと。社長自身でチラシを作るなど、自ら範となっ

て行動したこと。役員、従業員が自ら地域のことを考えて行動していること。 

社長から一言 （社長（申請時：２８歳）から、特に同年代の若い経営者に向けて）中山間地域で

あっても、今までの慣習にとらわれず意識を変えれば、きっと新しい市場を切り開いていける。

自分の考えを信じて、積極的に新しいことに取り組んでもらいたい。

気 付 き県少人数の企業であればあるほど、社長の考えや意識を従業員と共有することが大切。
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 御菓子とみやは、出雲大社のお膝元大社町で、

昭和22年に開業し、老舗の和菓子屋として地

元で長く愛されている。 

 しかし、近年の人口減少の影響で、全体売上

の8割を占める地元客（主に中高年）の売上が

減少傾向にあった。そうした状況の中で、新た

なターゲットに出雲大社への観光客と若い世

代の地元顧客を設定した。 

そして、地元農産品を売りとした和と洋が

コラボした「雲の大福」シリーズを考案し、

製造・販売した。これまでは、和菓子の取り

扱いが主であったため、洋菓子のテイストを

取り入れることは挑戦であったが、若い後継

者夫婦が中心となり、精力的に新商品開発に

取り組み、現在では季節に応じた7種類の大

福を販売している。その他にも出雲大社に近

い立地を活かした「神迎の道カステラ」の開

発も目指している。 

 また、ターゲット層が若年層であるため、ホ

ームページやＳＮＳでの情報発信を強化し、新

たな顧客の取込みを行ないながら、口コミも広

がり、「雲の大福」シリーズは人気商品として定

着してきている。  

商工会による計画策定支援

出雲商工会の指導員からの計画に対する

適切なアドバイスにより、計画をブラッシュ

アップすることができた。また、各種支援情

報の提供や助成金の申請等についてもアド

バイスをもらうことができた。 

新事業の効果

・「雲の大福」シリーズの影響で若い客層の来店が増えてきており、他の商品への波及効果も出て

きている。 

成 功 要 因 ト

・ターゲット層を明確にした商品開発と情報発信強化をしたことはもとより、洋菓子のテイスト

を取り入れるという挑戦する気持ちが成功に繋がった。 

社長から一言

・夫婦で、商品開発やホームページ・ＳＮＳを活用した販売促進を試行錯誤しながら実行してい

き、徐々に手ごたえを感じてきている。 

御菓子とみや 

和と洋がコラボしたプレミアム大福の開発 

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
和と洋がコラボした若年層及び観光客向け新商品の開
発・導入とＳＮＳの活用による新たな販路開拓に向け
た取組み 

計画期間 平成27年1月～平成29年12月 
支援機関 出雲商工会 

気 づ き

・「雲の大福」はシャインマスカット等の生の果物を使用することが多いため、日持ちさせること

が難しく、販売の仕方や製造の改良等が今後の課題となってくる。 

 企 業 概 要  
所在地 出雲市大社町杵築東571 
業 種 菓子製造小売業 
従業員 3人 
ＴＥＬ  0853-53-2004 
Ｆａｘ 0853-53-2004 
E-mail goentomiya@yahoo.co.jp 

「雲の大福」島根県産シャインマスカット入り大
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 株式会社大社木工は、昭和 22 年 3 月の   

創業以来、出雲特産の「けやき」を原材料とし、

縁起物「福こづち」「招福軍配」等を製造・販売

している。当社の商品は、地元住民はもちろん、

土産物としても広く親しまれてきたが、出雲大

社の遷宮によりさらに知名度が向上した。 

 こうした流れの中で、高所得者・外国人観光

客等を中心に、付加価値の高い商品を希望され

る機会が増え、そのニーズに対応するため、既

存の木製の福こづちの表面に純度の高い金箔    

を貼り付ける「純金箔製福こづち」を開発。金

箔を丁寧に手作業で張り付けているため、こづ

ちの特徴である木目の美しさは金箔を張った

上からでも、きれいに見ることができる。 

商工会による計画策定支援

出雲商工会の指導員からの計画に対する

適切なアドバイスにより、具体的な計画とな 

り、考え方を整理することができた。 

新事業の効果

・販売開始後、イベントへの出展やＨＰへのアップ等の販売促進により、都会地や外国人を中心に

受注が拡大してきている。 

成 功 要 因 ト

・今までよりも付加価値の高い商品がほしいという顧客のニーズを受け止め、新商品開発が行えたこと

が成功の大きな要因となった。 

社長から一言

・福こづちが、平成28年度に出雲市が認定する「出雲ブランド商品」の認定商品となる等出雲特産品

として位置づけられているので、話題性のある当新商品を活かし、出雲地方の知名度アップにも貢献

したい。 

株式会社大社木工 

新商品「純金箔製福こづち」で多様なニーズに対応 

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
高級志向とインバウンドに対応する新商品「純金箔製
福こづち」の開発と販売 

計画期間 平成28年1月～平成31年1月 
支援機関 出雲商工会 

気 づ き

・都市部での展示会において、まだまだ都市部での自社製品の認知度アップが必要と痛感してい

るので、その点は今後の課題となってくる。 

 企 業 概 要  
所在地 出雲市大社町中荒木2730 
業 種 木製品製造業 
従業員 ６人 
ＴＥＬ  0853-53-2247 
Ｆａｘ 0853-53-2877 
E-mail shop-mail@taishamokko.com 
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 当社は、創業明治28年の老舗酒蔵で、代表

銘柄は「蒼斗七星」である。「食の安全・安心」

に対する消費者意識の高まりに伴い、都市部を

中心にトレーサビリティが確保された原材料

を使用した高品質・高付加価値な商品が求めら

れていることから、当社では独自の五段仕込み

による「島根県産特別栽培米を使用したオーガ

ニック純米料理酒」の試作開発に取り組み、成

功した。しかしながら、当社の現有設備、人員

及び組織体制では取引先の増産要請に対応で

きなかったことから関係機関の支援を受けな

がら生産体制の一新を図ったところである。 

商工会による統括的な経営支援

 今回の取組には、地元商工会だけでなく、県

産業技術センター・しまね産業振興財団ほか多

くの支援機関が関与した。安来市商工会の指導

員がこれらの支援機関を有機的に結びつけ、統

括的な経営支援を行った。 

商工会を通じた専門家派遣

専門家によるマーケティング・商品開発に係

る指導を受けるとともに、経営革新計画の策定

についても助言を得た。 

新事業の効果

・料理酒及び料理調味料専用タンク導入により、生産性の向上と品質安定が達成できた。 

・高能率洗濯機導入により、作業時間が大幅に短縮され。余剰人員を高付加価値工程へ振り分ける

ことができた。 

青砥酒造株式会社 

「酒が人を造り、人が酒を造る」

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
省力化設備の導入と醸造環境の整備による生産性向上
と市場ニーズへの対応 

計画期間 平成２８年７月～平成３２年６月 
支援機関 安来市商工会 

成 功 要 因 ト

・多くの支援機関が連携して支援いただいたこと。また、各機関との調整を安来市商工会が支援して頂

いたため、当社は計画の実行に注力できたこと。 

・専門家の指導の下、計画策定を行うことで自社が解決すべき経営課題が明確になった。 

 企 業 概 要  
所在地 安来市広瀬町布部１１６４－４ 
業 種 酒類製造業 
従業員 ７人 
ＴＥＬ  0854-36-0006 
Ｆａｘ 0854-36-0120 
E-mail sake-info@aotoshuzo.co.jp 

社長から一言

・島根県産特別栽培米を使用した純米料理酒の販路拡大により、島根県産米のブランド力向上・生産農

家の所得向上を達成し、地域農業の活性化に寄与したい。 

気 づ き

・作業の効率化、簡略化が従業員間の役割分担の明確化を通じて従業員の潜在能力の発揮、チーム

ワークの向上に繋がったことから、人材育成、組織作りの重要性を再認識した。 
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 昭和 33年創業以来、江津市近郊の一般住宅

の新築・リフォーム等の住宅建設を実施。受注

は増加傾向にあるものの、後継者への事業承継

に当たり、新たな取組が必要であると考え、事

業環境を分析した結果、余剰スペースが有るこ

と、耐震化ニーズや、女性がわかりやすい情報

で判断したいニーズがあることが判明した。 

 このため、余剰スペースをショールームに改

築し、耐震構造の見た目を体感できる構造物を

設置し耐震住宅への認知を深めることと、VR

技術を活用し女性が実際に改築後の住宅を見

て判断することを可能にしている。 

 今後は、地域内での住宅工事業者の減少を見

据え、将来的に安心して住宅の面倒を見ること

ができる体制を訴求していく予定である。 

商工会議所による計画策定支援

 江津商工会議所の経営指導員から、計画段階

から相談し計画をブラッシュアップすること

ができた。各種支援制度の情報提供を受けて専

門家の支援や助成金を受けることができた。

商工会議所を通じた専門家派遣

専門家とのディスカッションから、より実効

性のある計画をつくることができた。 

事業承継新事業活動支援助成金

 ショールーム整備に同助成金を活用。 

新事業の効果

・ショールーム設置で住宅設備等の機器の展示を設けたことで、お客様が見て触れて実感して頂くこと

で説明しやすく、打合せや見積もりがスムーズに行なえるようになった。 

成 功 要 因 ト

・ショールームにおいて施工後の住宅を VR 体験することで、より完成イメージが体感でき契約に繋

がっていると感じている。 

・耐震化の説明も出来るサンプルを展示したことで重要性を確認して頂くことができている。 

社長から一言

・少しずつショールームの存在が地域に広まりつつあるので、イベント等を開催して広い範囲に周知 

 し必要とされる会社形態を整えていこうと思っている。 

有限会社石田工務店 

VR活用のショールームで施工後イメージを可視化

気 づ き

・お客様にわかりやすく納得頂ける打合せができ、受注に繋がっている。 

・以前に比べ、お客様側からご来場頂ける回数が増え重いカタログ、サンプルをたくさん持って出掛け

る回数が減ってきたと思う。 

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
施工期間短縮と利便性向上に向けたワンストップ対応
と地域の耐震住宅等の認知普及への新事業展開 

計画期間 平成27年10月～平成32年9月 
支援機関 江津商工会議所 

 企 業 概 要  
所在地 江津市渡津町880 
業 種 建築工事業 
従業員 16人 
ＴＥＬ  0855-52-4124 
Ｆａｘ 0855-52-4143 
URL   http://dream-i.info/ 
E-mail info@dream-i.info 

ショールーム写真
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 当店は昭和25年に食料品の小売店として開

業、その後平成12年にコンビニへ、さらに平

成20年には自由度の高いＹショップへと業態

を変更し、生鮮食品の販売やクリーニングの取

次など、地元に密着した営業を行っている。 

 そうした中、お客様の「ヤマザキブランドの

焼き立てパンが食べたい」との声から、事業承

継を機に店舗のリニューアルを行い、店内で焼

き立てパンの製造・販売を行うこととした。 

 将来的には移動販売も行いたいと考えてお

り、今後も地域の生活を支える店舗としてさら

なる貢献が見込まれる。 

小規模事業者持続化補助金

店舗案内看板設置ため補助金を活用、認知度

と誘客の向上を図ることが出来た。

島根県事業承継新事業活動支援助成金 

ベイク室設置、焼きたてパンのチラシ作成、

パン製造研修にかかる費用に活用、店舗リニュ

ーアルをスムーズに行うことが出来た。 

島根県地域商業等支援援事業費補助金

ベイク厨房機器の導入に活用、導入費用の軽

減を図ることが出来た。 

商工会による計画策定・申請書作成支援

邑南町商工会の経営指導員から、経営革新計

画のブラッシュアップや各種支援施策の情報

提供と申請策定・取組み支援を受けた。

新事業の効果

・新規の来店客が増え客数が増加となった。パン製造と販売で２名の雇用増に繋がった。 

・焼きたてパンにより、他店のコンビニとの差別化を図ることが出来た。

ニューヤマザキデイリーストア はまのや 

地元のニーズをカタチにする 

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
焼き立てパンの提供による売り上げの拡大 

計画期間 平成27年7月～平成32年6月 
支援機関 邑南町商工会 

成 功 要 因 ト

・パン製造のノウハウは無かったが、フランチャイズのノウハウを得ることで、スムーズに技術の習得

が出来た。また、お客を飽きさせないようメニューや製造方法のフォローを受けている。 

社長から一言

・地域密着のお店として、これからもお客様からの声を大事にしていきたい。 

気 づ き

・リニューアルオープン前に接客の技術指導を受け、接客サービスの重要性をあらためて感じた。

 企 業 概 要  
所在地 邑智郡邑南町下田所572-5 
業 種 各種食料品小売業 
従業員 5人 
ＴＥＬ  0855-83-2138 
Ｆａｘ 0855-83-2139 
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 当社は、平成14年創業。閉鎖した保養施設

を再生させ大山地区で初めてのハウスウエデ

ィング結婚式場を展開していた。また、関連会

社でもウェディング業・宿泊業・レストランを

運営しており、この度、それらのノウハウを活

かして、安来市伯太町東母里の築 200 年の古

民家を取得し、結婚式場・宿泊施設・レストラ

ンとして再生させた。安来市では初めての専門

結婚式場であり、古民家活用の取組としても注

目されている。 

商工会による統括的な経営支援

 今回の取組にあたり、地元商工会だけでなく、

産業サポートネットやすぎ・松江保健所ほか多

くの機関に相談に乗ってもらった。安来市商工

会の指導員がこれらの機関を有機的に結びつ

け、統括的な経営支援を行った。 

商工会を通じた専門家派遣

専門家による指導を受けることにより、自社

の現状と課題が明確になり、自社が進むべき方

向を経営革新計画としてまとめることができ

た。 

成 功 要 因 ト

・多くの機関に支援いただいたこと。また、各機関との調整を安来市商工会が支援して頂いたため、当

社は計画の実行に注力できたこと。 

・築 200年の御実家の利活用法を模索しておられたオーナーとのご縁があったこと。 

新事業の効果

・地元TV番組で取り上げられるなど、注目度が高まっている。 

・レストラン部門は特に順調で客数が伸びている。 

株式会社フレール 

200年の歴史と、和モダンな雰囲気を感じる宿

 経営革新計画の概要  
経営革新計画のテーマ 
古民家を利活用した新店舗開設により非日常空間と地
産地消の美味しい料理、感動と癒やしを演出するおも
てなしによる個別ニーズに対応した事業展開と高付加
価値サービスの提供 

計画期間 平成２９年４月～平成３４年３月 
支援機関 安来市商工会

 企 業 概 要  
所在地 安来市伯太町東母里468 
業 種 結婚式場 
従業員 ６人 
ＴＥＬ  0854-26-4131 
Ｆａｘ 0854-26-4387 
E-mail bettei-mori@dojyokko.ne.jp 

社長から一言

・地元食材の積極的な使用、地元事業者と連携した引き出物の開発を通じて、自社だけでなく、地域経

済が持続的に発展することに寄与したい。 

気 づ き

・今回の取組に併せて実施したクラウドファンディングでは、募集後すぐに目標金額を達成した。

この貴重な建物を活用することで、母里の豊かな自然や魅力的な歴史ある町並みを知って欲し

いという我々の想いに共感いただける方が全国に多くいらっしゃることを再認識した。 



商工団体の相談窓口 

・商工会議所 

名  称 所   在   地 電   話 

松江商工会議所 〒690-0886 松江市母衣町55-4 0852－32－0505 

浜田商工会議所 〒697-0027 浜田市殿町124-2 0855－22－3025 

出雲商工会議所 〒693-0011 出雲市大津町1131-1 0853－25－3710 

平田商工会議所 〒691-0001 出雲市平田町2280-1 0853－63－3211 

益田商工会議所 〒698-0033 益田市元町12-7 0856－22－0088 

大田商工会議所 〒694-0064 大田市大田町大田イ309-2 0854－82－0765 

安来商工会議所 〒692-0011 安来市安来町878-8 0854－22－2380 

江津商工会議所 〒695-0016 江津市嘉久志町2306-4 0855－52－2268 

・商工会 

名  称 所   在   地 電   話 

まつえ北商工会 〒690-0333 松江市鹿島町古浦607-3 0852－82－2266 

まつえ南商工会 〒699-0408  松江市宍道町昭和1 0852－66－0861 

石央商工会 〒697-0121 浜田市金城町下来原1409-2 0855－42－0070 

出雲商工会 〒699-0711 出雲市大社町杵築南1344 0853－53－2558 

美濃商工会 〒698-0203 益田市美都町都茂1809-2 0856－52－2537 

銀の道商工会 〒699-2511 大田市温泉津町小浜イ308-6 0855－65－1110 

安来市商工会 〒692-0404 安来市広瀬町広瀬753-40 0854－32－2155 

桜江町商工会 〒699-4226 江津市桜江町川戸11－1 0855－92－1331 

雲南市商工会 〒690-2404 雲南市三刀屋町三刀屋274-10 0854－45－2405 

東出雲町商工会 〒699-0101 松江市東出雲町錦浜583-18 0852－52－2344 

奥出雲町商工会 〒699-1511 仁多郡奥出雲町三成324-15 0854－54－0158 

飯南町商工会 〒690-3513 飯石郡飯南町下赤名877-1 0854－76－2118 

斐川町商工会 〒699-0505 出雲市斐川町上庄原1749-3 0853－72－0674 

川本町商工会 〒696-0001 邑智郡川本町川本558-10 0855－72－0123 

美郷町商工会 〒699-4621 邑智郡美郷町粕渕400-7 0855－75－0805 

邑南町商工会 〒696-0103 邑智郡邑南町矢上3854-2 0855－95－0278 

津和野町商工会 〒699-5605 鹿足郡津和野町後田口187 0856－72－3131 

吉賀町商工会 〒699-5512 鹿足郡吉賀町広石562 0856－77－1255 

隠岐國商工会 〒684-0404 隠岐郡海士町大字福井1375-1 08514－2－0376 

西ノ島町商工会 〒684-0211  隠岐郡西ノ島町大字浦郷677-11 08514－6－1021 

隠岐の島町商工会 〒685-0013 隠岐郡隠岐の島町中町目貫の二54-1 08512－2－1157 

（※ 本所のみ記載しています。支所等については、本所にご確認ください。） 



・島根県商工会連合会  
  〒690-0886 松江市母衣町55-4   
  電話0852-21-0651 

 （石見事務所） 
  〒697－0034 浜田市相生町1391番地8 
  電話0855－22－3590 

・島根県中小企業団体中央会  

  〒690-0886 松江市母衣町55-4 

  電話 0852-21-4809 

 ・公益財団法人しまね産業振興財団  
  〒690-0816 松江市北陵町１番地 テクノアークしまね内   
  電話 0852-60-5110 

 （石見事務所） 
  〒697－0034 浜田市相生町1391番地8 
  電話 0855-24-9301 

県の担当窓口 

担 当 所 在 地 連絡先 

商工労働部中小企業課 

（経営力強化支援室） 

〒690-8501 

松江市殿町1番地 

（県庁本庁舎2階） 

電話 0852-22-5288 

FAX 0852-22-5781 

E-mail keiei@pref.shimane.lg.jp

経営革新 島根  検索   

制度の詳しい説明、申請書等のダウンロードは 

→島根県中小企業課ホームページへ 

http://www.pref.shimane.lg.jp/industry/syoko/sangyo/chusho/shinjigyo/

（※ lg はエル・ジーです）




